
議会が変わる…より身近に！ …… P2
12月定例会 諮問・規約の変更・条例改正 …… P5
補 正 予 算 一般会計・国民健康保険特別会計他 …… P7
委員会報告 常任委員会審査 …… P9
議会活動報告 …… P11
町政に対する一般質問 …… P12
10月臨時会・11月臨時会 …… P19
審議結果一覧・編集後記 …… P20

No.169
10月臨時会

12月定例会
11月臨時会

2022年 2月１日 発行

令
和
３
年

日本福祉大学付属高等学校 
硬式野球部です！

大会や練習風景です。
（下3枚）少年チームを指導している様子

写 真

P８にご紹介しています▶︎

　昨年夏、初のベスト８へ進出し、美浜町も盛り上が
り、町民も元気をもらいました。



美浜町議会基本条例を制定しました
～議会が変わる…より身近に！～

美浜町議会基本条例について
　美浜町議会は、町民に分かりやすい開かれた議会、また議会の活性化と機能の充実を図り、町民の福祉の増進や
町勢の進展に寄与し、美浜町の豊かなまちづくりを実現するため、議会運営の基本となる事項を定める条例を制定
することとなりました。
※美浜町議会基本条例は、令和3年12月14日本会議において、全員賛成で可決され、令和4年1月1日に施行され
ました。

条例の構成

前文

総則　（第1条）
議会の責務と活動などの
原則

議員の責務と活動などの
原則

町民と議会との関係　　　　

議会と町長などとの関係　　

議会の機能強化　　　　　　

議員の政治倫理　　　　　　

議員定数と議員報酬　　　　

最高規範と見直し手続　　

条例制定に向けて、議会運営委員会で6ヶ月にわたり、慎重に協議・
審議いたしました。

美浜町議会基本条例・前文
　美浜町議会は、町民が安心して豊かなに暮らせるまちづく
りを進めるため、議会の監視機能や立法機能を十分に発揮
し、議会改革、政策立案機能の充実などに積極的に取り組み
ます。
　美浜町議会は、公正性と倫理性を確保し、透明性を高める
ことにより、町民に開かれた議会と町民参加を推進する議会
を目指し、継続的な改革を進めていきます。
　美浜町議会は、議会と町長の二元代表制のもと緊張感を
保ちながら、議会の基本理念、議員の責務や活動原則を定
め、町民との関係や町長などの執行機関との関係を明確にす
るとともに、町民の信託に全力で応えていくことを決意し、美
浜町議会基本条例を制定します。

第1章
第2章

第3章

第４章

第5章

第6章

第7章

第8章

第9章

附  則

（第8条－第10条）

（第11条－第14条）

（第15条）

（第16条）

（第17条・第18条）

（第19条・第20条）

（第2条－第4条）

（第5条－第7条）

議会基本条例ここがポイント！
（区長会からのご意見、パブリックコメント
等から要旨を抜粋）

議会と町民の意見交
換の場ができると思う
ので、期待しています。

基本条例の主旨
はよく理解でき、
賛同します。

町民との対話集会の開
催に期待します。その
際、政策について住民
を交えて議論する場と
なるようお願いします。

地域特有の問題点
を把握し、条例化と
いう形で成果を具体
的に示してほしい。

議員の皆さんと話す機
会ができれば、これか
らの美浜町の方向性
や考えが少しでも身近
に感じられるかもしれ
ません。

議員さんからの
正確な情報が
直接聞ける良い
機会ができると
思います。

対話集会を開催します
（第９条～１０条関係）

　毎年度１回以上、町民と議員が自由に意見交換する場
を設けます。議会の審議・審査に関する報告、議会活動の
報告や町政に関する報告を行うばかりではなく、町民と
議員とが自由に意見交換ができる場として、より良いま
ちづくりに貢献したいと考えます。

１

議員間の自由な討議を
積極的に行います （第６条）

　議員どうしが調査や研究活動などを積極的に討議し、
一部の団体や地域の課題にとどまらずに、町民全体の福
祉の向上を目指して活動します。

3

最高規範と見直し手続
（第１９条～２０条）

　この条例は、議会における最高規範であり、議会に関
する他の条例などを制定し、改正し、又は廃止する場合に
おいては、この条例との整合を図らなければなりません。
　議会は、この条例の目的が達成されているかどうかを
毎年度1回以上検証しなければなりません。
　議会は、検証の結果、見直しが必要と認められる場合
は、速やかにこの条例を改正しなければなりません。

4

　議長から本会議への出席を要請された町長及び執行
機関の職員は、議員の一般質問に対して、議長の許可を
得て反問することができます。ただし、反問内容が不適切
と判断された場合、議長はその発言を制止する権限を有
します。

議員の一般質問に対しての
反問の許可 （第１４条）

議員から質問を受けた町長及び職員から質疑の趣
旨、内容、根拠などを確認するため議員に質問をす
ることをいいます。

2

反問とは？

美浜町議会基本条例は、議会事務局（役場３階）、
または美浜町議会ホームページでもご覧いただけます。

TEL：0569-82-1111美浜町議会・議会事務局

あいち・みはま議会だより 2022.2.1　No.169 2
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議
員
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
、

賛
成
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
討
論

議
会
運
営
の
明
確
化
と

開
か
れ
た
議
会
に

（
希
望
の
輪
）　　

森
川　
元
晴

　

地
方
分
権
改
革
に
お
け
る

二
元
代
表
制
（
立
法
権
・
行

政
権
）
の
あ
り
方
や
地
方
議

会
改
革
の
あ
り
方
が
焦
点
化

さ
れ
る
中
、
議
会
運
営
を
明

確
化
す
る
こ
と
、ま
た
議
会
、

行
政
に
「
不
信
」「
不
安
」

を
持
つ
住
民
に
対
す
る
開
か

れ
た
議
会
運
営
を
促
進
す
る

た
め
に
も
、
速
や
か
に
「
議

会
基
本
条
例
」
を
制
定
し
、

議
会
と
住
民
と
の
距
離
を
少

し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
、
ま

た
将
来
を
見
据
え
、
決
し
て

次
世
代
に
「
負
担
」
を
残
さ

な
い
た
め
の
行
財
政
運
営
の

「
橋
渡
し
」
に
務
め
る
こ
と

を
推
進
し
、
我
々
会
派
「
希

望
の
輪
」
と
し
て
も
「
賛
同
」

し
ま
す
。

賛　
成

議
会
の
基
本
姿
勢
と

責
務
を
明
確
化

（
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
）

野
田　
増
男

　
以
前
、
町
民
の
方
か
ら
、「
議
会

は
特
権
的
な
組
織
」
と
の
声
を
聞
く

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
「
議
会

は
、
こ
の
町
を
よ
り
良
く
す
る
た
め

に
存
在
し
て
い
る
。」
と
い
う
姿
勢

を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
美
浜
町
議
会
基
本

条
例
を
上
程
す
る
に
あ
た
り
、
事
前

に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、「
議
会
と
町
民
と
の
対

話
集
会
の
開
催
に
期
待
す
る
。」
旨

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町

民
の
方
々
が
「
議
会
は
町
民
に
対
し

開
か
れ
た
世
界
で
あ
り
、
町
民
の
声

を
代
表
す
る
も
の
」
で
あ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
と
大
い
に
感
じ
ま
し

た
。

　
そ
こ
で
、
私
た
ち
議
員
一
人
ひ
と

り
が
、
そ
の
責
務
を
強
く
自
覚
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
得
、
期
待

に
応
え
る
た
め
に
も
、
議
会
の
基
本

姿
勢
と
責
務
を
明
確
化
し
た
本
条
例

の
制
定
は
必
要
不
可
欠
と
考
え
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
と
し
て

賛
同
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

賛　
成

説
明
責
任
を
果
た
し
、

意
見
交
換
の
場
と
な
る

対
話
集
会
を

　
　
（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

山
本　
辰
見

　

議
会
運
営
を
明
確
に
す
る

こ
と
を
め
ざ
し
、
令
和
３
年

６
月
よ
り
半
年
間
に
わ
た
り

議
会
運
営
委
員
会
で
議
論

し
、
こ
の
度
、
美
浜
町
議
会

基
本
条
例
を
上
程
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
（
議
員
）
と
町
民
の

皆
さ
ん
と
の
橋
渡
し
に
な
る

よ
う
な
対
話
集
会
を
毎
年
度

１
回
以
上
開
催
す
る
こ
と
な

ど
を
整
備
し
、
町
民
の
皆
さ

ん
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す

こ
と
、
意
見
交
換
の
場
を
設

け
る
こ
と
を
中
心
に
考
え
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
日
本
共
産
党
議

員
団
と
し
て
、
こ
の
条
例
の

制
定
に
賛
同
し
ま
す
。

賛　
成

　議会基本条例では、町民の皆さんの多様な意見を把握し、町政に反映させるため、「町民と議
員が自由に意見を交換する対話集会を毎年度1回以上開催する」としています。以下の通り、
対話集会を開催します。どなたでもご参加いただけます。

　　　日　時：2月27日（日）午後３時から4時30分（午後2時30分開場）
　　　場　所：美浜町総合公園体育館　サブアリーナ
　　　内　容：議会の審議・審査、議会活動及び町政に関する報告、並びに意見交換　　　

※ご参加の際に、手話通訳など支援が必要な方は、お手数ですが2週間前までにご相談ください。

議会基本条例に基づき対話集会を開催します

☆お問い合わせ先☆　美浜町役場 議会事務局 議会係  TEL 82-1111（内線285・286）
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町
長
提
出
議
案

美
浜
町
人
権
擁
護
委
員
の

候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

異
議
な
く
答
申

　
町
長
の
推
薦
を
受
け
法
務
大
臣

か
ら
委
託
さ
れ
る
人
権
擁
護
委
員

に
つ
い
て
、
現
職
４
名
の
う
ち
1

名
が
令
和
4
年
3
月
31
日
で
任
期

満
了
を
迎
え
ま
す
。

　
候
補
者
推
薦
に
つ
い
て
は
、
人

権
擁
護
委
員
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

議
会
の
意
見
を
求
め
ら
れ
、
再
任

1
名
の
諮
問
に
対
し
、「
異
議
な

し
」
と
答
申
し
ま
し
た
。

　
委
嘱
さ
れ
た
場
合
の
任
期
は
3

年
間
で
、
令
和
7
年
3
月
31
日
ま

で
の
予
定
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

人
権
擁
護
委
員
の
活
動
内
容

・�

毎
月
行
わ
れ
る
「
心
配
ご
と
相

談
」
を
受
け
、
問
題
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

・�

地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い

て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
人
権
啓
発
活
動
を
し
ま

す
。

・�

学
校
、
保
育
所
で
人
権
教
室
を

行
い
ま
す
。

・�

人
権
尊
重
の
大
切
さ
を
普
及
活

動
し
ま
す
。

知
多
南
部
衛
生
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

　
知
多
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
ご
み
処
理
施
設
の
ご
み
焼
却
事

業
の
終
了
に
伴
い
、
規
約
の
一
部

「
ご
み
処
理
施
設
、
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
」
を
「
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
」
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
ご
み
処
理
施
設
の
解
体

に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
処
理
量
割
が
適
用
で
き
な

く
な
る
た
め
、
均
等
割
１
０
０
分

の
50
、
人
口
割
１
０
０
分
の
50
の

負
担
割
合
と
す
る
と
変
更
す
る
も

の
で
す
。

施
行
日　
令
和
４
年
４
月
１
日

諮　
　
問

規
約
の
変
更

令
和
３
年
第
４
回

12
月
定
例
会

�

※
本
会
議
の
記
事
詳
細
は
、
２
月
下
旬
頃
、
町
公
式

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会
議
録
と
し
て
掲
載
予
定
で
す
。

　
（
議
案
の
採
決
結
果
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

︽  
審

議

日

程
︾

  7日　開会、提案
 　　　・上程議案13件の提案説明
  9日　町政に対する一般質問　【通告議員5人登壇】
10日　町政に対する一般質問　【通告議員２人登壇】
14日　質疑・委員会審査付託
 　　　・諮問1件に答申　
 　　　・規約の変更、条例の一部改正、補正予算の質疑　
 　　　・各常任委員会へ審査付託(12件)
 　　　　 ※うち1件は両委員会へ分割付託
 　　　・議員発議の条例1件の提案、質疑・討論・採決
 　　　〔休会中の常任委員会開催〕
15日　総務産業常任委員会　付託された6議案を審査・採決
16日　文教厚生常任委員会　付託された7議案を審査・採決
21日　委員長報告・質疑・討論・採決、町長追加上程議案の質疑・
 　　　討論・採決、閉会
 　　　・閉会中の継続審査事件を定めて閉会

再任
豊田　壽美さん
（奥田在住）

諮
問
と
は
？

　

諮
問
と
は
、
意
見
を
求
め
る

こ
と
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
法
第
６
条
第

３
項
の
規
定
に
よ
り
、
町
長
は

議
会
の
意
見
を
求
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の

派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の一部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

　

派
遣
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
、

派
遣
期
間
中
、
既
に
規
定
が
あ
る

給
料
、
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
及

び
期
末
手
当
に
加
え
、
通
勤
手
当
、

時
間
外
勤
務
手
当
、
夜
間
勤
務
手

当
、
管
理
職
手
当
、
管
理
職
員
特

別
手
当
及
び
勤
勉
手
当
が
支
給
で

き
る
よ
う
に
改
定
す
る
も
の
で
す
。

施
行
日　
令
和
４
年
４
月
１
日

美
浜
町
職
員
の
服
務
の
宣
誓

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

　
国
が
進
め
る
押
印
手
続
き
の
見

直
し
に
伴
う
改
正
で
す
。
宣
誓
書

を
任
命
権
者
に
提
出
す
る
際
、
面

前
で
の
署
名
押
印
す
る
規
定
が
押

印
不
要
の
宣
誓
書
を
任
命
権
者
に

提
出
す
る
と
変
更
さ
れ
ま
す
。

施
行
日　
公
布
日

美
浜
町
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計

年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

全
員
賛
成
で
可
決

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員
の
報
酬
に
つ
い
て
、
報
酬
基

準
を
明
確
に
す
る
た
め
、
職
員
に

準
じ
た
給
料
表
を
使
用
す
る
た
め

で
す
。

施
行
日　
公
布
日

美
浜
町
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

　
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
の
支
給
に
つ
い
て
、
給

与
を
明
確
に
す
る
た
め
、
職
員
に

準
じ
た
給
料
表
を
使
用
す
る
た
め

で
す
。

施
行
日　
公
布
日

美
浜
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

　
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
出
産
一
時
金
の
額
を

変
更
す
る
た
め
で
す
。

変
更
点

出
産
育
児
一
時
金　40

万
８
０
０
０
円

（
現
行
よ
り
４
０
０
０
円
増
額
）

加
算
額
（
保
険
契
約
の
保
険
料
相

当
）　　
　
　

1
万
２
０
０
０
円

（
現
行
よ
り
４
０
０
０
円
減
額
）

※
支
給
総
額
は
改
正
前
と
同
額

（
42
万
円
）

施
行
日　
令
和
４
年
１
月
１
日

美
浜
町
民
グ
ラ
ン
ド
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

全
員
賛
成
で
可
決

　
河
和
南
部
小
学
校
閉
校
後
の
グ

ラ
ン
ド
及
び
体
育
館
並
び
に
旧
布

土
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
を
社
会
体
育

施
設
と
す
る
こ
と
に
伴
う
改
正
で

す
。

　
な
お
、
布
土
グ
ラ
ン
ド
及
び
南

部
グ
ラ
ン
ド
の
使
用
料
は
無
料
で

す
。

施
行
日　
令
和
４
年
４
月
１
日

美
浜
町
使
用
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

　
河
和
南
部
小
学
校
の
閉
校
に
伴

い
、
字
句
の
整
理
と
南
部
体
育
館

（
河
和
南
部
小
学
校
体
育
館
）
の

使
用
料
を
さ
だ
め
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
利
用
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
利
用
と
同
様
の
扱
い
で
す
。

施
行
日　
令
和
４
年
４
月
１
日

議
員
提
出
議
案

美
浜
町
議
会
基
本
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
質
疑
・
討
論
の
後
、
即
日
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

提
出
者
に
つ
い
て

　
全
会
派
賛
同
に
よ
り
、
議
会
運

営
委
員
会
と
し
て
、
提
案
し
ま
し

た
。

代
表
提
出
者　
　
　
大
岩　
靖

提
出
者　

　
　
森
川　
元
晴
、
山
本　
辰
見

　
　
中
須
賀　
敬
、
野
田　
増
男

施
行
日　
令
和
４
年
１
月
１
日

※�

条
例
の
趣
旨
、
内
容
に
つ
い
て

は
、
本
号
の
P2
～
P4
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 条

例
の
制
定

条
例
の
一
部
改
正
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　提案された補正予算4件【一般会計（第8号）国民健康保険特別会計（第1
号）、介護保険特別会計（第3号）水道事業会計（第2号）】を各常任委員
会に付託・審査し、最終日に委員長報告ののち、討論・採決し、4件とも全
員賛成により可決しました。また最終日に提案された1件【一般会計補正予
算（第9号）】は、当日討論・採決し、全員賛成により可決しました。

12 月
補 正 予 算

一般会計補正予算（第8号）
　歳入歳出それぞれ4679万1千円を追加し、補正後の予算総額は92億5547万1千円となりました。

※一般会計補正の主な内容：
①�育休代替職員の減少による会
計年度任用職員人件費の減
②�返礼品に係る経費の増額
③�相続財産管理人選任や財産処
分等に係る家庭裁判所への予
納金
④�マイナンバーカード事業増に
係る会計年度職員報酬の増額
⑤�居宅介護、就労継続支援事業
増による経費
⑥�児童手当システム改修
⑦�ワクチン接種3回目に係る経
費
⑧�産後ケア事業の消耗品
⑨�令和２年度事業費の確定に伴
う分担金の減
⑩�給食センター生ごみ処理機熱
風発生機修繕に係る経費

全員賛成で可決

歳　　　　　入 補　正　額

国 庫 支 出 金

民生費国庫負担金 1025万7千円

衛生費国庫負担金   920万1千円

民生費国庫補助金   126万5千円

衛生費国庫補助金   773万7千円

県 支 出 金 民生費県負担金   512万9千円

寄 附 金 一般寄附金 1000万円  　

繰 入 金 財政調整基金繰入金 ▲1068万7千円

諸 収 入 雑入 1388万9千円

歳　　　　　出 補　正　額

総 務 費　

検査事務費 22万円  　

人事管理事業　※① ▲546万6千円

ふるさと納税寄附運営事業　※②       500万円  　

税務事務　※③　他         70万円  　

戸籍住民基本台帳事務　※④    28万3千円

民 生 費
障害福祉サービス事業　※⑤　他 3353万1千円

児童手当支給事業　※⑥　他  165万8千円

衛 生 費

新型コロナウイルスワクチン接種事
業　※⑦ 1643万8千円

母子保健事業　※⑧         50万円  　

知多南部衛生組合分担金　※⑨ ▲156万3千円

教 育 費 学校給食センター運営事業　※⑩   54万8千円

人件費（各費目の人件費補正総合計） ▲505万8千円

一般会計補正予算（第9号）　
　歳入歳出それぞれ4億758万3千円を追加し、補正後の予算総額は96億6305万3千円となりました。

※内容：
①�住民税非課税世帯、家計急変
世帯への給付に係る補正
②�給付金（5万円/人）給付に係
る補正

全員賛成で可決

歳　　　　　入 補　正　額

繰 入 金 財政調整基金繰入金 4億758万3千円

歳　　　　　出 補　正　額

民 生 費
臨時特別給付金給付事業　※① 2億5758万3千円

子育て世帯への臨時特別給付金給付
事業　※② 1億5000万円  　
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歳　　出 補　正　額

総 務 費 財源更生

保 険 給 付 費 630万5千円

地域支援事業費 55万円  　

基 金 積 立 金 1万7千円

介護保険特別会計補正予算（第3号）
　歳入歳出それぞれ687万2千円を追加し、補正後の予算総額は19億6342万6千円となりました。

内容：予防サービス給付・住宅
改修・予防計画給付に係る経費、
訪問給食サービス事業委託料増

全員賛成で可決

歳　　入 補　正　額
国 庫 支 出 金 249万2千円
支払基金交付金 170万2千円
県 支 出 金 103万5千円
財 産 収 入 1万7千円
繰 入 金 162万6千円

収益的支出 資本的支出
既 決 予 定 額 4億9714万7千円 既 決 予 定 額 4億 373万5千円
補 正 予 定 額 ▲312万6千円 補 正 予 定 額 ▲19万7千円

計 4億9402万1千円 計 4億 353万8千円

水道事業会計補正予算（第2号）　　
　人事異動に伴い、収益的支出において、312万6000円を減額計上、資本的支出において、19万7000
円の減額計上しました。

内容：定期人事異動に係る人件
費補正

全員賛成で可決

山
本
常
夫
監
督
の
思
い

山
本
常
夫
監
督
の
思
い

　
日
本
福
祉
大
学
付
属
高
等
学
校

　
硬
式
野
球
部
の
み
な
さ
ん

　

美
浜
町
に
来
て
5
年
が
経
ち
ま
す
。「
来
て
く

れ
る
者
は
だ
れ
に
で
も
野
球
を
教
え
る
よ
」
を
く

ず
さ
ず
、
部
員
は
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
含
め
て
、

80
名
を
超
え
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

　
2
年
前
か
ら
冬
季
の
1
月
～
2
月
の
間
、
美
浜

町
の
地
元
チ
ー
ム
「
Ｋ
Ｏ
Ｎ
さ
ん
・
美
浜
レ
ッ
ド

ス
プ
ラ
イ
ト
さ
ん
」
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
へ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
の
手
伝
い
を
毎
週
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。

　
目
的
は
、
野
球
を
や
っ
て
み
よ
う
と
し
て
く
れ
る
小
学
生
が
増
え
て
く
れ
る

こ
と
を
願
い
、
ま
た
野
球
を
教
え
る
こ
と
の
難
し
さ
、
楽
し
さ
を
体
で
感
じ
取

る
こ
と
で
す
。

　
「
今
に
見
て
ろ
！
目
標
、
美
浜
町
か
ら
甲
子
園
」
を
合
言
葉
に
顔が

ん
晴ば

り
ま
す
。

監
督
が
美
浜
町
に
望
む
こ
と
は
？

　
〇
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
育
成
の
環
境
充
実
を
。

　
〇
高
校
野
球
の
大
会
も
誘
致
で
き
る
野
球
場
を
。

　
　
野
球
部
員
の
み
な
さ
ん
が
美
浜
町
に
望
む
こ
と
は
？

　
〇
硬
式
野
球
の
で
き
る
観
客
席
の
あ
る
野
球
場
が
あ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
〇
近
隣
の
街
灯
を
増
や
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
自
転
車
通
学
が
安
心
で
き
ま
す
。

　
〇�
知
多
奥
田
駅
周
辺
に
公
衆
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。
僕
た
ち
が
清
掃

す
る
の
で
お
願
い
し
ま
す
。

監
督
が
美
浜
町
に
望
む
こ
と
は
？

野
球
部
員
の
み
な
さ
ん
が
美
浜
町
に
望
む
こ
と
は
？

歳　　入 補　正　額 歳　　出 補　正　額
繰 入 金 ▲1970万9千円

諸 支 出 金 117万8千円
繰 越 金 2088万7千円

国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
　歳入歳出それぞれ117万8千円を追加し、補正後の予算総額は22億3238万1千円となりました。

内容：過年度における基盤安定
交付金返還に係る支出金

全員賛成で可決
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15
日（
水
）午
前
９
時
開
会
。

　
７
名
全
員
出
席
の
も
と
付
託
議
案

６
件
を
審
議
・
採
決
。

　

閉
会
中
の
継
続
調
査
案
件
を
協

議
・
決
定
し
閉
会
。

公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派

遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

�　

�　
公
益
的
法
人
と
は
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
法
人
か
。

�　

�　
公
益
的
法
人
等
へ
の
一
般
職
の

地
方
公
務
員
の
派
遣
に
対
す
る
法

律
第
２
条
に
規
定
さ
れ
る
法
人
で
、

本
町
で
は
美
浜
町
社
会
福
祉
協
議

会
、
公
益
財
団
法
人
愛
知
県
市
町

村
振
興
協
会
の
２
団
体
で
す
。

令
和
３
年
度
美
浜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

�　

�　
税
務
事
務
の
役
務
費
手
数
料
と

は
。

�　

�　
土
地
や
家
屋
な
ど
の
財
産
に
つ

い
て
、
戸
籍
上
相
続
人
が
存
在
し

な
い
場
合
な
ど
は
、
そ
の
相
続
財

産
は
法
人
と
な
り
、
法
人
に
代
表

権
を
与
え
る
こ
と
で
売
却
な
ど
の

清
算
手
続
き
が
で
き
、
税
な
ど
の

弁
済
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
清
算
手
続
き
を
す
る
た

め
、
町
が
家
庭
裁
判
所
へ
申
し
立

て
を
行
う
際
に
、
管
理
費
用
や
報

酬
な
ど
の
相
続
財
産
が
不
足
す
る

場
合
の
担
保
と
し
て
支
払
う
も
の

で
す
。

16
日（
木
）午
前
９
時
開
会
。

　
７
名
出
席
の
も
と
付
託
議
案
8
件

を
審
議
・
採
決
。

　

閉
会
中
の
継
続
審
査
案
件
を
協

議
・
決
定
し
閉
会
。

美
浜
町
民
グ
ラ
ン
ド
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

�　

�　
布
土
グ
ラ
ン
ド
（
旧
布
土
小
学

校
グ
ラ
ン
ド
）、
南
部
グ
ラ
ン
ド

（
河
和
南
部
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
）、

南
部
体
育
館
（
河
和
南
部
小
学
校

体
育
館
）
は
ど
こ
が
管
理
し
、
利

用
す
る
の
に
あ
た
っ
て
は
、
ど
こ

へ
申
し
込
む
の
か
。

�　

�　
施
設
の
管
理
は
生
涯
学
習
課
が

行
い
、
利
用
申
請
は
生
涯
学
習
課

の
事
務
室
で
あ
る
総
合
公
園
体
育

館
で
行
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
美
浜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
8
号
）

�　

�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
に
つ
い
て
、
い
つ
か

ら
始
め
て
、
接
種
対
象
は
誰
か
。

�　

�　
令
和
3
年
12
月
か
ら
令
和
4
年

3
月
分
の
3
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
分
で
、
医
療
従
事
者
か
ら
接
種

を
行
い
ま
す
。
高
齢
者
の
2
回
目

接
種
が
7
月
で
終
わ
っ
て
い
る
の

で
、
高
齢
者
に
対
し
て
は
3
月
ま

で
で
ほ
ぼ
接
種
が
完
了
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
美
浜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

�　

�　
訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
委
託

料
の
補
正
理
由
は
。

�　

�　
増
額
補
正
の
理
由
は
、
利
用
者

が
増
加
し
た
た
め
で
、
当
初
見
込

ん
で
い
た
数
よ
り
も
月
当
た
り

１
４
０
食
ほ
ど
増
え
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
の
影
響
も
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

ＱＡ

ＱＡ

Ｑ

ＡＱＡ

ＱＡ

　
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
各
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
の
審
査
結
果
は
、
最
終
日
21
日（
火
）に
委
員
長
報
告
を
行
い
、
質
疑
・
討
論
の

後
、
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
と
は
？

　

町
が
扱
う
事
務
は
広
範
囲
で

専
門
的
な
た
め
、
部
門
別
に
委

員
会
を
設
け
、
分
科
的
に
調
査
・

審
査
す
る
こ
と
が
最
も
合
理
的
・

効
率
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

本
議
会
で
は
、
総
務
産
業
、

文
教
厚
生
の
2
つ
の
常
任
委
員

会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

議
員
は
、
条
例
に
よ
っ
て
、

い
ず
れ
か
の
委
員
会
に
属
す
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
所
管
部

門
の
事
務
に
関
す
る
調
査
や
付

託
さ
れ
た
議
案
、
請
願
・
陳
情

等
を
審
査
し
て
い
ま
す
。
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付　託　さ　れ　た　議　案 付託委員会 委員会採決結果 質疑
知多南部衛生組合規約の変更について 文教厚生 全員賛成 ・ 可決 なし
公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例につ
いて 総務産業 全員賛成 ・ 可決 あり

美浜町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例について 総務産業 全員賛成 ・ 可決 なし
美浜町パートタイム会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例について 総務産業 全員賛成 ・ 可決 なし

美浜町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例について 総務産業 全員賛成 ・ 可決 なし

美浜町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 文教厚生 全員賛成 ・ 可決 なし
美浜町民グランドの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
について 文教厚生 全員賛成 ・ 可決 あり

美浜町使用料条例の一部を改正する条例について 文教厚生 全員賛成 ・ 可決 なし

令
和
３
年
度
補
正
予
算

美浜町一般会計補正予算（第 8号）
総務産業 全員賛成 ・ 可決 あり

文教厚生 全員賛成 ・ 可決 あり

美浜町国民健康保険特別会計補正予算（第 1号） 文教厚生 全員賛成 ・ 可決 なし

美浜町介護保険特別会計補正予算（第３号） 文教厚生 全員賛成 ・ 可決 あり

美浜町水道事業会計補正予算（第 2号） 総務産業 全員賛成 ・ 可決 なし

常 任 委 員 会 の 審 査 結 果

あなたも議会を傍聴しませんか？あなたも議会を傍聴しませんか？
令和４年３月定例会の開催予定

　本会議場で行われる議会は、どなたでも傍
聴することができます。また、全員協議会及
び各委員会は、議長等の許可があれば傍聴す
ることができます。
　一般質問の開催日においては、別室で議会
中継を見ることができます。
　傍聴される際には、新型コロナウイルス感
染症対策にご協力ください。
　※�議会傍聴の際に、手話通訳など支援が必
要な方はお手数ですが２週間前までにご
相談ください。

【121ch】 午前９時から
3月19日 ・3月22日

☆お問い合わせ先☆
美浜町役場 議会事務局

TEL 82-1111（内線285・286）

ケーブルテレビ（CCNC）放送予定 

日 月 火 水 木 金 土
6 7 8 9 10 11 12

本会議
開会
提　案

（休会）
本会議
一般質問
１日目

本会議
一般質問
２日目

（休会） （休会）

13 14 15 16 17 18 19

（休会）
本会議
質疑・
委員会付託

（休会）
総務産業
常任委員会

（休会）
文教厚生
常任委員会

（休会） （休会） （休会）

20 21 22 23 24 25 26

（休会） （休会）
本会議
討論・採決

閉会

いずれも午前９時から　美浜町役場３階
＜ 日程は告示日2月25日に確定します>

本会議とは…
　本会議は、年４回の定例会、または臨時会におい
て開催される議会の最高の会議です。議員全員で構
成され、一般公開のもと、町長や幹部職員などが出
席し、議案の上程、議員による一般質問、議案に対
する質疑などが行われ、本会議に提案された全ての
議案などの最終的な意思が決められます。

議会でよく使われる用語について説明します。

一般質問とは…
　議員が、町の執行機関に対し
て、町の事務の執行状況や今後
の方針などについて質問をす
る。年４回の定例会で実施して
いる。
質問時間：50分以内

議会ワンポイント解説
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美浜町・布土学区 合同防災訓練に参加
　11月7日(日)、 議会防災訓練を行ったのち、
布土小学校において実施された合同防災訓練に
参加しました。
 　各種防災事業の見学や煙体験、救急対応訓
練、消化放水訓練などを体験しました。また、
医療救護や災害対策車両、災害ボランティアセ
ンター等を見学しました。最後は、炊き出し訓
練の非常食を試食しました。
　災害時には、地域の情報を迅速に収集し、議
員間で共有し、より高度な災害対応を目指しま
す。

ICT機器を使用し、能動的・創造的に授業に取り組んでいました。
　12月15日(水)に野間小学校、16日(木)には野間中学校へ、常任委員会ごとに分かれ、今年度から１
人に１台導入されたタブレットを使った授業を視察に行きました。
　クイズ形式で確認テスト、音読練習、レポート作成など、さまざまな場面でタブレットは使用されて
おり、子どもたちはスムーズに操作していました。
　ICT機器を使用し、主体的に授業に参加できていることや、先生が子どもたちの考えていることや学
習の進捗状況などを端末の情報を通して
把握していることがわかりました。

浸水対策の新しい工法
　10月19日(火)、建設中の運動公園内にある
陸上競技場地下に設置される貯留槽建設現場を
視察しました。貯留槽とは、大雨時に洪水の原
因となる雨水を一時的に貯留して少しずつ下流
へと流す雨水調整施設です。
　陸上競技場の下に敷き詰め埋め込まれるプラ
スチック製雨水貯留槽について、工事責任者や
職員から説明を聞きました。プラスチック貯留
槽は、当初予定していた砕石貯留槽より貯留量
が多く、目詰まりがしにくいため管理の負担が
軽減するそうです。
　公園整備事業が、大雨による浸水や洪水を防
ぐ対策をしながら建設が進められていることを
確認しました。

議会活動報告 視察してきました！…貯留槽建設現場視察・ICT授業視察
参加してきました！…防災訓練参加
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町政に対する一般質問町政に対する一般質問 令和３年12月9日令和３年12月9日美浜町議会美浜町議会
	

問　
令
和
３
年
度
の
保
険
税
額
に

つ
い
て
、
現
年
度
分
及
び
滞
納
繰

越
分
の
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

ま
た
、
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

い
く
ら
位
見
込
ん
で
い
ま
す
か
。

町
長　
令
和
３
年
度
の
国
民
健
康

保
険
税
の
現
年
度
予
算
額
は
、
令

和
２
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
る
所
得
の
減
を
見

込
み
、
４
億
４
５
８
１
万
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
が
、
10
月
末
時
点

で
の
課
税
額
は
予
算
額
よ
り
約

６
千
万
円
多
い
５
億
１
０
３
６
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
並
み

の
収
納
率
が
見
込
め
ま
す
。

　

滞
納
繰
越
分
の
課
税
額
は

３
３
４
２
万
円
ほ
ど
で
す
が
、
収

納
率
は
現
年
度
と
同
様
に
前
年
よ

り
高
い
水
準
で
推
移
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
り
入
れ
の
必
要
は
な
い
と
見

込
ん
で
お
り
ま
す
。

　
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
健
康
で

で
き
る
限
り
医
療
費
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
県
へ
の

納
付
金
の
額
が
上
が
ら
な
い
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

問　
令
和
４
年
４
月
か
ら
こ
れ
ま

で
課
題
に
な
っ
て
い
た
子
ど
も
の

均
等
割
学
が
未
就
学
児
童
に
半
額

補
助
に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
の
世

代
へ
の
減
免
枠
の
拡
大
を
検
討
し

ま
せ
ん
か
。

町
長　
本
町
で
は
未
就
学
児
童
に

対
す
る
半
額
減
免
以
外
は
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。

自
転
車
乗
車
用
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
義
務
化
に
つ

い
て

問　
愛
知
県
で
自
転
車
に
か
か
る

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
令

和
３
年
３
月
に
「
自
転
車
の
安
全

で
適
正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る

条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
10
月
か
ら
は
自
転
車
損
害

賠
償
保
険
等
へ
の
加
入
義
務
と
、

大
人
も
子
ど
も
も
自
転
車
乗
車
用

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
努
力
義
務
が

加
わ
り
、
こ
の
条
例
の
具
体
的
な

運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
本
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

　
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
等
へ
の

加
入
義
務
に
つ
い
て
、
町
と
し
て

ど
の
よ
う
な
指
導
・
取
り
組
み
を

準
備
し
て
い
ま
す
か
。

防
災
課
長　
自
転
車
損
害
賠
償
保

険
加
入
の
指
導
を
11
月
号
の
町
広

報
で
案
内
し
ま
し
た
。

　
自
転
車
に
乗
る
機
会
が
多
い
小

中
学
生
に
対
し
て
は
、
入
学
及
び

進
級
時
に
、
各
学
校
に
お
い
て
自

転
車
損
害
賠
償
に
関
す
る
保
険
の

あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
自
動
車
任
意
保
険
に
家
族
の

賠
償
保
険
が
特
約
と
し
て
付
帯
し

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

問　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
努
力
義
務

を
奨
励
す
る
た
め
に
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
購
入
に
補
助
金
を
検
討
し
ま
せ

ん
か
。

町
長　
自
転
車
に
乗
車
さ
れ
る
す

べ
て
の
方
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を

推
進
す
る
た
め
に
、
愛
知
県
の
助

成
制
度
を
活
用
し
、
令
和
４
年
度

か
ら
５
年
度
ま
で
に
集
中
的
に
、

新
た
に
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

購
入
さ
れ
た
場
合
に
は
助
成
を
行

う
よ
う
予
算
措
置
を
考
え
て
い
ま

す
。

問　

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は

３
千
円
か
ら
６
千
円
ほ
ど
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
ど
の
く
ら
い
を
検
討

し
て
い
ま
す
か
。

総
務
部
長　
来
年
度
の
予
算
の
関

係
で
要
綱
と
か
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
県
の
方
で
は
２
千
円
の
補
助

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
そ
れ
と
あ

わ
せ
て
検
討
し
ま
す
。

国民健康保険税の見通しについて

3年度は安定をしているので、
4年度も税率改定は考えていません 山本　辰見

国民健康保険パンフレット

自転車用ヘルメット
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町政に対する一般質問町政に対する一般質問 令和３年12月9日令和３年12月9日美浜町議会美浜町議会

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
委

託
に
つ
い
て

問　
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
委
託

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
特

徴
と
、
ど
の
様
な
公
共
サ
ー
ビ
ス

に
向
い
て
い
ま
す
か
。

町
長　
指
定
管
理
者
制
度
は
、
安

価
で
質
の
良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
を
目
指
し
、
公
の
施
設
の
管

理
・
運
営
を
民
間
に
包
括
的
に
代

行
さ
せ
る
制
度
で
、
導
入
に
よ
り

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
、
管
理

運
営
費
の
削
減
な
ど
が
期
待
さ
れ
、

体
育
館
、
公
民
館
、
図
書
館
、
公

園
な
ど
の
管
理
に
向
い
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
は
、
民
間
資
金
を
活

用
し
て
施
設
整
備
と
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
委
ね
る
為
、
多
目
的

ホ
ー
ル
、
駅
前
区
画
整
理
事
業
等

大
規
模
で
包
括
的
な
事
業
に
適
し

て
い
ま
す
。

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
制
度
は
、
施
設

の
所
有
権
を
有
し
た
ま
ま
運
営
権

を
民
間
に
委
ね
、
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
制
度
で
、

長
期
間
事
業
を
委
託
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
に
向
い
て
い
ま
す
。

問　
今
後
民
間
委
託
が
検
討
さ
れ

る
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
。

町
長　
費
用
対
効
果
を
検
証
し
な

が
ら
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招

か
な
い
よ
う
、
公
共
施
設
ご
と
に
、

最
適
と
思
わ
れ
る
管
理
・
運
営
方

法
を
模
索
し
て
参
り
ま
す
。

問　

体
育
館
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
に
つ
い
て

は
、
ど
の
様
に
お
考
え
で
す
か
。

教
育
部
長　
体
育
館
、
給
食
セ
ン

タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
費
用
対

効
果
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
メ

リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
洗
出
し
、
最

適
な
手
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

総
務
部
長　
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
は
、
最
も
適
し
た
管
理
・
運
営

方
法
を
模
索
し
、
令
和
４
年
度
よ

り
準
備
室
を
立
ち
上
げ
、
関
係
諸

団
体
と
共
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

通
学
路
に
お
け
る
交
通
安

全
対
策
に
つ
い
て

問　
県
内
外
に
お
い
て
、
通
学
途

中
の
児
童
の
列
に
自
動
車
が
突
っ

込
み
、
死
傷
す
る
痛
ま
し
い
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
小
中
学
校

の
通
学
路
の
期
間
個
所
の
点
検
は

行
っ
て
い
ま
す
か
。

教
育
部
長　
日
頃
か
ら
各
校
で
通

学
路
の
安
全
点
検
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
他
県
で
の
交
通
事
故
報

道
を
受
け
て
各
校
の
通
学
路
の
危

険
個
所
の
洗
出
し
を
行
い
ま
し
た
。

各
校
よ
り
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

危
険
個
所
に
つ
い
て
、
教
育
委
員

会
、
町
の
関
係
各
課
、
半
田
警
察

署
、
知
多
建
設
事
務
所
等
関
係
機

関
と
連
携
し
た
合
同
点
検
を
実
施

し
対
策
の
検
討
を
協
議
し
ま
し
た
。

問　
協
議
し
た
結
果
は
。

学
校
教
育
課
長　
各
校
よ
り
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
危
険
個
所
は
、

33
か
所
で
す
。
通
学
路
の
変
更
や

信
号
機
設
置
の
要
望
等
道
路
管
理

者
、
警
察
も
含
め
、
連
携
し
て
対

応
し
ま
す
。

問　
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
現
在
の

状
況
は
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

建
設
課
長　

設
置
後
10
年
以
上

経
っ
て
い
て
、
消
え
か
か
っ
て
い

る
所
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

問　
河
和
南
部
小
と
河
和
小
の
統

合
に
よ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い

て
、
新
し
い
情
報
は
あ
り
ま
す
か
。

教
育
部
長　
バ
ス
の
乗
降
場
所
や

安
全
対
策
に
つ
い
て
、
校
長
保
護

者
ら
で
構
成
す
る
「
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
検
討
委
員
会
」
に
地
元
区

長
さ
ん
に
も
参
加
い
た
だ
き
協
議

し
、
意
見
交
換
致
し
ま
し
た
。

問　
検
討
委
員
会
で
何
か
具
体
的

な
話
は
。

学
校
教
育
課
長　
「
ゴ
ミ
の
分
別

収
集
場
所
と
乗
降
場
所
が
近
く
危

険
で
は
」
等
の
意
見
が
あ
り
、
収

集
場
所
の
変
更
等
を
検
討
し
ま
す
。

中須賀　敬
改めて危険個所を洗出し、協議しました

通学路の交通安全対策は

登校中の小学生

陸上競技場完成予定図
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問　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報

が
発
せ
ら
れ
た
時
に
、
避
難
勧
告

の
発
表
を
「
既
に
検
討
し
て
い

る
」
と
答
え
た
自
治
体
は
23
％
に

過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
本
町
で
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

町
長　
本
町
は
「
南
海
ト
ラ
フ
地

震
津
波
対
策
特
別
強
化
地
域
」
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
避

難
指
示
の
発
令
は
想
定
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
住
民
か
ら
の
要
請
に
基

づ
き
避
難
所
開
設
等
、
町
の
防
災

計
画
に
従
い
対
応
し
ま
す
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

の
管
理
と
情
報
の
共
有
は

問　
美
浜
緑
苑
区
で
は
、
誰
が
誰

を
避
難
支
援
す
る
の
か
ま
で
も
決

め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
他

地
区
の
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

町
長　
各
区
で
の
検
討
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
が
、
河
和
区
に
お
い

て
は
要
支
援
者
と
自
主
防
災
会
役

員
と
の
顔
合
わ
せ
を
済
ま
せ
て
い

ま
す
。

樋
門
操
作
に
当
る
消
防
団

員
の
安
全
対
策
は

問　
町
内
に
樋
門
が
44
か
所
あ
り

ま
す
が
、
操
作
に
当
る
団
員
の
安

全
確
保
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長　
大
規
模
地
震
等
に
よ
り
樋

門
を
操
作
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

津
波
到
達
予
想
時
間
の
10
分
前
に

は
避
難
を
開
始
し
、
退
避
ま
で
に

5
分
以
上
残
す
こ
と
と
定
め
て
い

ま
す
。

問　

近
年
本
町
の
大
型
樋
門
は
、

自
動
開
閉
で
き
る
よ
う
に
改
修
が

な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
改

修
済
み
は
何
か
所
あ
り
ま
す
か
。

ま
た
、
そ
こ
に
は
消
防
団
員
が
操

作
に
出
動
す
る
必
要
は
な
く
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

建
設
課
長　
現
在
2
か
所
が
改
修

済
み
で
、
更
に
2
か
所
工
事
中
で

す
。
震
度
5
強
で
自
動
的
に
閉
ま

り
ま
す
の
で
、
操
作
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

各
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
の
安
全
確
保
は
ど
う

で
す
か
。

問　
石
巻
市
立
大
川
小
学
校
の
悲

劇
を
教
訓
に
、
本
町
の
児
童
生
徒

の
安
全
確
保
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長　
校
内
に
お
い
て
は
起
震
車

「
な
ま
ず
号
」
に
よ
る
地
震
体
験

や
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
、
津
波

を
想
定
し
た
避
難
訓
練
等
を
実
施

す
る
と
共
に
、
登
下
校
時
に
お
い

て
も
、
危
険
な
場
所
か
ら
離
れ
る

よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

住
宅
の
強
靭
化
は
進
ん
で

い
ま
す
か
。

問　
個
人
住
宅
の
強
靭
化
対
策
の

実
績
は
い
か
が
で
す
か
。

町
長　
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
を

７
３
１
件
実
施
し
、
６
８
８
件
が

改
修
の
必
要
あ
り
と
判
断
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
67
件
が
補
強

工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
を
1
件
設
置
し
、

家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
り
付
け

は
、
73
件
で
す
。

一
般
住
宅
へ
の
消
火
器
設

置
状
況
は

問　
大
地
震
後
の
火
災
は
同
時
多

発
的
に
起
き
る
と
想
像
さ
れ
ま
す

が
、
住
民
に
よ
る
初
期
消
火
の
手

段
と
し
て
、
消
火
器
設
置
状
況
を

把
握
し
て
い
ま
す
か
。

町
長　
一
般
住
宅
に
は
設
置
の
法

的
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
把
握

は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
消
防
団
が

各
家
庭
を
回
り
、
消
火
器
設
置
の

呼
び
か
け
と
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て

い
ま
す
。

荒井　勝彦
町の防災計画に従い対応します

南海トラフ地震に対する備えについて

自治体に対するアンケート

改修工事中の新江川樋門
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本
町
の
自
殺
対
策
は

問　
自
殺
対
策
と
し
て
、
地
域
が

で
き
る
役
割
は
。

厚
生
部
長　
悩
み
を
一
人
で
抱
え

込
ん
だ
り
、
孤
立
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
寄
り
添
い
共
感
し
な

が
ら
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

子
育
て
講
座
や
子
ど
も
食
堂
等
に

お
い
て
交
流
し
な
が
ら
寄
り
添
う
、

ま
た
サ
ロ
ン
活
動
や
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
な
ど
へ
参
加
し
支
援
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
子
ど
も
や
若
者
へ
の
「
自
殺

リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ
る
多
面
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
は
具
体
的
に
教

え
て
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課
長　
道
徳
の
授
業
や

学
級
活
動
で
の
「
い
の
ち
の
教

育
」、
教
職
員
研
修
に
お
け
る
自

殺
対
策
の
意
識
づ
け
、
児
童
生
徒

の
心
の
ケ
ア
を
す
る
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
派
遣
で
す
。

問　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

人
数
は
。
ま
た
昨
年
度
1
年
間
の

相
談
件
数
は
。

学
校
教
育
課
長　

3
名
在
席
し

て
い
て
、
昨
年
度
の
相
談
件
数

は
、
小
学
校
１
５
５
件
、
中
学
校

１
９
６
件
で
す
。

問　
自
殺
対
策
計
画
に
記
載
さ
れ

て
い
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

学
校
教
育
課
長　
現
在
設
置
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
次
年
度
導
入
に

向
け
て
、
検
討
し
て
い
ま
す
。

W
i-

F
i
が
利
用
で
き

る
公
共
の
施
設
は

問　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で

き
る
公
共
の
施
設
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長　
総
合
体
育
館
玄
関
ホ
ー
ル

付
近
の
一
部
エ
リ
ア
を
の
ぞ
き
、

W
i-
F
i
設
備
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

町
で
モ
バ
イ
ル
W
i-

F
i

ル
ー
タ
ー
の
貸
し
出
し
は
で
き
ま

せ
ん
か
。

秘
書
課
長　
他
市
町
の
状
況
を
把

握
し
、
対
象
者
、
利
用
場
所
、
貸

出
返
却
の
運
用
管
理
方
法
を
研
究

し
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

奥
田
字
昆
舎
田
付
近
の
太

陽
光
発
電
施
設
の
崩
落

問　
事
故
の
概
要
は
。

町
長　
9
月
に
接
近
し
た
台
風
14

号
の
影
響
に
よ
り
、
太
陽
光
発
電

所
の
法
面
が
約
60
ｍ
崩
落
、
公
共

施
設
で
は
水
路
約
60
ｍ
、
道
路
約

50
ｍ
、
１
０
０
㎜
と
４
０
０
㎜
の

農
業
用
水
管
約
60
ｍ
が
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
災
害
復
旧
工
事
の
費

用
は
、
す
べ
て
太
陽
光
発
電
事
業

者
が
負
担
し
ま
す
。

問　
関
係
法
令
を
遵
守
し
た
設
置

内
容
だ
っ
た
の
で
す
か
。

町
長　
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置

に
関
す
る
法
的
な
手
続
き
は
、
適

切
な
も
の
で
し
た
。

問　
盛
土
に
よ
る
造
成
で
す
か
。

建
設
課
長　
は
い
、
そ
う
で
す
。

問　
豪
雨
後
の
が
け
崩
れ
や
土
石

流
、
地
滑
り
な
ど
2
次
災
害
を
防

ぐ
規
制
を
厳
し
く
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

建
設
課
長　

現
行
法
令
な
ど
で

様
々
な
規
制
が
あ
る
中
、
熱
海
市

の
よ
う
な
大
規
模
な
土
石
流
が
発

生
し
た
た
め
、
現
在
愛
知
県
に
お

い
て
は
、
盛
土
を
規
制
す
る
条
例

制
定
に
向
け
て
、
検
討
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
条

例
を
確
認
し
た
の
ち
、
対
応
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

大嵜　暁美
寄り添い共感しながら支援すること

悩みを抱えた人に地域ができる役割は

交
流
の
場
（
子
ど
も
食
堂
）

太
陽
光
発
電
施
設
の
崩
落
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問　
集
積
所
へ
の
ご
み
出
し
日
等

の
変
更
予
定
は
。

町
長　
収
集
業
者
が
集
め
た
可
燃

ご
み
に
つ
い
て
、
知
多
南
部
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
知
多
南
部

広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
運
搬
先
は

変
更
と
な
り
ま
す
が
、
ご
み
出
し

の
曜
日
や
出
せ
る
回
数
に
つ
い
て

の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

知
多
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
ご
み
等
の
変

更
予
定
は
。

町
長　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
活

ご
み
に
つ
い
て
は
、
広
域
化
後
も

知
多
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
及

び
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ
引
き
続
き
持
ち
込
み
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問　

知
多
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
は
、
焼
却
処
理
の
終
了
に

伴
い
、
ご
み
焼
却
施
設
は
解
体
す

る
よ
う
だ
が
、
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
ま

た
解
体
後
の
跡
地
利
用
は
。

環
境
課
長　
知
多
南
部
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
ご
み
焼
却
施
設
は
、

令
和
４
年
度
か
ら
５
年
度
の
２
カ

年
で
解
体
、
令
和
６
年
度
に
し
、

跡
地
へ
２
市
３
町
で
構
成
さ
れ
る

知
多
南
部
広
域
環
境
組
合
が
中
継

施
設
を
建
設
し
、
知
多
南
部
衛
生

組
合
が
、
資
源
物
を
対
象
と
し
た

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
建

設
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
中
継
施
設
と
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
で
す
か
。
ま
た
焼
却
施
設

が
解
体
と
な
る
中
、
令
和
４
年
度

か
ら
６
年
度
ま
で
の
３
年
間
は
、

ど
の
よ
う
な
運
営
計
画
と
な
っ
て

い
ま
す
か
。

環
境
課
長　
中
継
施
設
と
は
、
直

接
搬
入
さ
れ
た
可
燃
ご
み
等
を
受

け
取
り
、
知
多
南
部
広
域
環
境
セ

ン
タ
ー
ま
で
運
搬
す
る
業
務
を
担

う
施
設
と
な
り
ま
す
。
３
年
間
は

知
多
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内

の
東
側
に
て
、
仮
設
で
運
営
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

美
浜
町
の
学
校
再
編
に
つ

い
て

問　
令
和
10
年
度
に
小
中
一
貫
校

を
予
定
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

現
在
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
ま
す
か
。

今
後
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
で
す
か
。

町
長　
最
終
的
な
学
校
再
編
の
形

と
し
て
、
令
和
10
年
の
小
中
一
貫

校
開
校
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
進
捗
状
況
で
す
が
、
ま
ず
は

第
一
段
階
と
し
て
、
令
和
４
年
４

月
の
河
和
南
部
小
学
校
と
河
和
小

学
校
の
統
合
を
保
護
者
の
皆
さ
ん

と
意
見
交
換
し
な
が
ら
進
め
て
い

ま
す
。

　
第
２
段
階
と
し
て
、
区
長
代
表

や
保
護
者
代
表
で
構
成
す
る
学
校

再
編
検
討
委
員
会
で
の
意
見
交
換

や
、
庁
内
の
横
断
的
な
部
局
で
構

成
す
る
学
校
再
編
推
進
委
員
会
で

内
部
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
各
地
域
に
出
向

き
、
人
口
減
少
や
児
童
生
徒
の
減

少
、
学
校
施
設
の
老
朽
化
等
と
併

せ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
望

ま
し
い
教
育
環
境
に
つ
い
て
、
地

域
の
皆
様
と
小
中
学
校
の
今
後
の

在
り
方
を
、
共
に
考
え
て
い
く
場

面
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

野田　増男
令和４年４月から正式に供用開始

知多南部広域ごみ処理施設について

奥
田
い
こ
い
の
家　
ご
み
集
積
所

河
和
南
部
小
学
校
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維
持
管
理
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
。

問　
河
和
南
部
小
学
校
が
令
和
４

年
３
月
で
閉
校
に
な
り
ま
す
。

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
つ
い

て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
維
持
、
草
刈

り
、
定
期
清
掃
、
浄
化
槽
点
検
、

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
点
検
等
年
間
で
ど

の
く
ら
い
か
か
る
と
想
定
し
て
い

ま
す
か
。

町
長　
本
町
で
は
、
河
和
南
部
小

学
校
施
設
の
効
果
的
な
利
活
用
を

図
る
と
と
も
に
、
施
設
維
持
館
費

の
削
減
を
目
的
と
し
て
、
民
間
事

業
者
へ
の
施
設
譲
渡
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
民
間
事
業
者
等
の
創
意
工
夫
に

よ
る
意
欲
的
な
提
案
を
受
け
入
れ

る
た
め
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
に
よ
り
譲
渡
を
行
い
ま
す
。

　
町
内
事
業
者
向
け
に
は
広
報
12

月
号
で
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
の
提
案
募
集
の
記
事
を
掲
載

し
、
13
日
か
ら
は
町
Ｈ
Ｐ
に
お
い

て
も
実
施
要
項
は
じ
め
、
詳
細
な

条
件
を
公
開
し
、
広
く
提
案
の
募

集
を
開
始
し
ま
す
。

　
施
設
利
用
に
関
す
る
質
問
に
町

が
回
答
し
た
後
、
提
案
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
、
町
の
選
定
委
員

会
が
２
月
中
を
目
途
に
事
業
候
補

者
の
選
定
を
行
い
ま
す
。
社
会
福

祉
法
人
等
で
も
募
集
の
趣
旨
及
び

条
件
に
沿
っ
た
内
容
で
あ
れ
ば
、

特
定
の
業
種
に
限
定
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
提
案
を
受
け
入
れ
ま
す
。

　
今
後
の
維
持
管
理
費
に
つ
い
て

は
、
特
に
校
舎
に
つ
い
て
、
一
部

建
物
が
建
設
か
ら
60
年
以
上
経
過

し
、
老
朽
化
も
進
ん
で
お
り
、
構

造
に
か
か
わ
る
大
規
模
修
繕
は
一

般
的
に
所
有
者
が
負
担
す
る
こ
と

の
な
る
た
め
に
、
町
が
所
有
し
続

け
た
場
合
、
今
後
多
額
の
修
繕
費

が
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　
運
動
場
及
び
体
育
館
は
来
年
度

以
降
も
町
が
負
担
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
浄
化
槽
や
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
等
に

つ
い
て
は
、
事
業
候
補
者
の
事
業

形
態
や
規
模
な
ど
に
よ
り
、
調
整

が
必
要
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
現
時
点
で
は
、
具
体
的
な
金

額
は
決
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

町
営
住
宅
に
つ
い
て

問　

一
戸
建
て
住
居
に
つ
い
て
、

建
設
件
数
、
敷
地
面
積
、
耐
用
年

数
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長　
一
戸
建
て
住
宅
は
、
平
成

22
年
度
に
策
定
し
た
美
浜
町
住
生

活
基
本
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
若
者
が
入
居
し
た
く

な
る
デ
ザ
イ
ン
や
新
し
い
子
育
て

ゾ
ー
ン
の
創
出
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

平
成
28
年
度
に
完
成
し
ま
し
た
。

戸
数
は
10
戸
、
敷
地
面
積
は
芝
生

広
場
を
含
む
約
１
６
０
０
㎡
、
住

宅
の
耐
用
年
数
は
30
年
で
す
。

問　
増
築
等
、
今
後
の
計
画
は
い

か
が
で
す
か
。

町
長　
現
在
、
既
存
の
町
営
住
宅

と
し
て
「
河
和
第
二
団
地
」
の
ほ

か
、
昭
和
53
年
度
か
ら
57
年
度
に

か
け
て
建
設
さ
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
３
階
建
て
の
「
河
和

団
地
」
７
棟
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
現
時
点
で
の
既
存
住
宅
の
建
て

替
え
、
新
た
な
住
宅
建
設
は
計
画

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

町政に対する一般質問町政に対する一般質問美浜町議会美浜町議会

鈴木　美代子
公募型プロポーザル方式により譲渡予定

河和南部小学校の跡地利用について

河
和
南
部
小
学
校
校
舎

一
戸
建
て
の
河
和
第
二
団
地

令和３年12月10日令和３年12月10日
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今
後
の
建
設
費
に
つ
い
て

問　
現
時
点
で
の
試
算
で
、
45
億

円
と
言
わ
れ
て
き
た
「
美
浜
町
運

動
公
園
整
備
事
業
」
は
予
算
計
画

通
り
で
工
事
は
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
か
。

町
長　
45
億
円
と
試
算
致
し
ま
し

た
の
は
平
成
30
年
度
で
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
の
後
に
、
事
業
期
間
の
延

伸
、
消
費
税
の
増
税
、
積
算
に
お

け
る
人
権
費
の
見
直
し
及
び
現
在

の
資
材
高
騰
等
が
生
じ
て
お
り
、

再
度
試
算
す
れ
ば
45
億
円
を
超
え

る
と
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
整
備
内

容
の
見
直
し
に
よ
る
事
業
費
削
減

に
努
め
る
と
と
も
に
、
既
に
実
施

し
た
工
事
の
結
果
の
踏
ま
え
、
予

定
事
業
費
内
で
の
施
工
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
に
か

け
て
、
事
業
費
の
多
く
を
占
め
る

陸
上
競
技
場
の
建
設
を
進
め
ま
す

の
で
、
工
事
が
進
み
建
設
費
が
精

査
で
き
た
段
階
で
、
今
後
の
事
業

費
を
含
め
た
整
備
計
画
を
新
た
に

示
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　
陸
上
競
技
場
観
覧
ス
タ
ン
ド

等
建
設
整
備
に
伴
う
令
和
３
年
度

業
務
委
託
協
定
締
結
金
額
（
約

９
億
円
）、
今
後
追
加
補
正
予
算

等
を
組
ま
ず
に
予
定
通
り
に
工
事

は
進
め
ら
れ
ま
す
か
。

町
長　
今
後
、
物
価
の
変
動
や
資

材
不
足
等
で
、
工
事
の
進
捗
に
影

響
が
で
る
場
合
は
、
受
託
者
で
あ

る
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
協
議
し
、
必

要
な
場
合
は
、
補
正
予
算
案
を
議

会
に
上
程
致
し
ま
す
。

陸
上
競
技
場
施
設
利
用
に

つ
い
て

問　
大
会
誘
致
、
合
宿
誘
致
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
誘
致
等
、
そ
の
後
の
進
捗
状

況
を
伺
い
ま
す
。

町
長　
目
指
す
べ
き
姿
の
共
有
を

図
る
た
め
、
関
係
団
体
を
対
象
に

し
た
ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
や
意
見
交
換
を
行
い

な
が
ら
、
施
設
の
運
営
方
法
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ご
み
処
理
、
廃
棄
物
の
出

し
方
、
受
け
入
れ
体
制
に

つ
い
て

問　
令
和
４
年
度
か
ら
の
知
多
南

部
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
の
供
用
開

始
に
伴
い
、
一
般
廃
棄
物
と
産
業

廃
棄
物
の
定
義
を
改
め
て
伺
い
ま

す
。

町
長　
事
業
活
動
に
伴
う
廃
棄
物

の
う
ち
、
20
種
類
を
産
業
廃
棄
物

と
定
め
、
そ
れ
以
外
は
一
般
廃
棄

物
と
分
類
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
廃
棄
物
は
す

べ
て
一
般
廃
棄
物
と
な
り
ま
す
。　

　
各
処
理
施
設
に
お
け
る
事
業
系

一
般
廃
棄
物
の
処
理
費
は
10
㎏
ま

で
ご
と
に
２
０
０
円
と
決
定
し
て

お
り
ま
す
。

問　
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
、
事

前
に
廃
棄
す
る
物
に
よ
っ
て
価
格

設
定
を
統
一
す
る
こ
と
や
業
者
価

格
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民

は
安
心
し
て
処
分
を
お
願
い
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
、

行
政
と
し
て
関
与
で
き
な
い
範
囲

で
す
か
。

環
境
課
長　
収
集
運
搬
業
者
は
選

定
し
た
処
分
場
へ
搬
入
す
る
た
め

処
分
先
ご
と
で
の
単
価
が
異
な
り

ま
す
。
ま
た
、
収
集
に
お
い
て
は
、

処
分
場
ま
で
運
搬
す
る
距
離
も
異

な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
条
件

を
考
慮
し
て
、
町
で
価
格
設
定
の

統
一
化
を
図
る
こ
と
は
大
変
困
難

な
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

予定事業費内での施工を目指す

45億円と言われてきた「運動公園
整備事業」現時点での試算は

森川　元晴

知
多
南
部
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
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契
約
議
決
と
は
？

　

町
条
例
で
定
め
た
額
を
超
え

る
場
合
に
、
議
会
の
議
決
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

①
予
定
価
格
５
千
万
円
以
上
の

工
事
又
は
製
造
請
負
に
係
る
契

約
締
結
。

②
財
産
の
取
得
又
は
処
分
は
、

予
定
価
格
７
０
０
万
円
以
上
の

不
動
産
・
動
産
の
買
入
れ
・
売

払
い
（
土
地
に
つ
い
て
は
１
件

５
千
㎡
以
上
の
も
の
）
又
は
不

動
産
の
信
託
の
受
益
権
の
買
入

れ
・
売
払
い
。

美
浜
町
運
動
公
園
の
整
備
事

業
に
関
す
る
令
和
３
年
度
委

託
業
務
協
定
書
の
締
結

全
員
賛
成
で
可
決

協
定
方
法　
随
意
契
約

協
定
金
額

　
８
億
９
９
６
３
万
７
２
０
０
円

協
定
相
手

　
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

中
部
支
社

協
定
概
要　

　
運
動
公
園
施
設
建
築
工
事
、
陸

上
競
技
場
の
ス
タ
ン
ド
に
関
す
る

設
計
意
図
伝
達
業
務
、
監
督
業
務
、

変
更
へ
の
対
応
並
び
に
事
務
費

工
期　
令
和
５
年
３
月
31
日

契
約
議
決

令和3年　第5回臨時会
10月19日

契約の締結 1 件、補正予算 1 件が提案され、委員会付託を省略し、即日審議・
採決が行われました。

令和3年　第6回臨時会
11月30日

補正予算 1 件が提案され、委員会付託を省略し、即日審議・採決が行われ
ました。

歳　　　　　入 補　正　額

国 庫 支 出 金

総務費国庫補助金 1722万9千円
民生費国庫補助金 30万円  　
衛生費国庫補助金 802万7千円
教育費国庫補助金 405万円  　

県 支 出 金 土木費県負担金 225万円  　
商工費県補助金 750万円  　

寄 附 金 一般寄附金 150万円  　

繰 入 金 財政調整基金繰入金 1445万1千円
新型コロナウイルス感染症等対策基金繰入金 433万3千円

歳　　　　　出 補　正　額

総 務 費　企画事業　※① 16万5千円
電算管理運営事務　※② 395万7千円

民 生 費 社会福祉事業　※③　他 9万9千円
衛 生 費 新型コロナウイルスワクチン接種事業　※④ 802万7千円

商 工 費
商工振興事務　※⑤ 350万円  　
商業団体育成事業　※⑥ 1720万円  　
観光施設等維持管理事業　※⑦ 300万円  　

教 育 費

小中学校運営事業　※⑧ 810万円  　
小学校施設整備事業　※⑨ 550万円  　
教育振興事業　※⑩ 99万3千円
学校給食センター運営事業　※⑪ 460万円  　

災 害 復 旧 費 港湾施設災害復旧事業　※⑫ 449万9千円

※内容：
①�企業版ふるさと納
税決済手数料
②�タブレット購入
③�生理の貧困対策費
④�ワクチン3回目接種
実施体制の整備
⑤�ニューあいちスタ
ンダード認証応援
交付金
⑥�プレミアム商品券
事業
⑦�食と健康の館エア
コン取替工事
⑧�小中学校の感染症
対策等の消耗品費
⑨�河和南部小学校か
ら河和小学校へ空
調機移設工事
⑩�修学旅行キャンセ
ル料補助金
⑪�学校給食センター
の屋根防水修繕工
事
⑫�台風等による流木
処理費用

歳　　　　　入 補　正　額
繰 入 金 財政調整基金繰入金 1億5908万円  　

歳　　　　　出 補　正　額
民 生 費 子育て世帯への臨時特別給付金給付事業　※① 1億5422万5千円
土 木 費 道路新設改良県補助事業　※② 　    486万3千円

※内容：
①�給付金（5万円/人）
給付に係る補正
②�町道森越・石坂平
井線工事費用の増
額

補 正 予 算
　歳入歳出それぞれ5964万円を追加し、補正後の予算総額は90億4959万2千円となりました。

一般会計補正予算（第6号）　　　　　全員賛成で可決

補 正 予 算
　歳入歳出それぞれ1億5908万8千円を追加し、補正後の予算総額は92億868万円となりました。

一般会計補正予算（第7号）　　　　　全員賛成で可決
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　令和３年   第 4 回定例会（12 月）
議　　　案　　　件　　　名

町
長
提
出
議
案
14
件

美浜町人権擁護委員の候補者の推薦について －
答申 
異議
なし

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇

知多南部衛生組合規約の変更について 文厚 可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 〇 ○ ○ ○
公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する
条例について 総産 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇

美浜町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例に
ついて 総産 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇

美浜町パートタイム会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例について 総産 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇

美浜町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例について 総産 可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 〇 ○ ○ ○

美浜町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 文厚 可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 〇 ○ ○ ○
美浜町民グランドの設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例について 文厚 可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 〇 ○ ○ ○

美浜町使用料条例の一部を改正する条例について 文厚 可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 〇 ○ ○ ○
令和３年度美浜町一般会計補正予算（第８号） 各 可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 〇 ○ ○ ○
令和３年度美浜町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 文厚 可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 〇 ○ ○ ○
令和３年度美浜町介護保険特別会計補正予算（第３号） 文厚 可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 〇 ○ ○ ○
令和３年度美浜町水道事業会計補正予算（第２号） 総産 可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 〇 ○ ○ ○
令和３年度美浜町一般会計補正予算（第９号） － 可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 〇 ○ ○ ○

議員
提出
議案
１件

美浜町議会基本条例の制定について － 可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 〇 ○ ○ ○

　令和３年   第 5 回臨時会（10 月）
議　　　案　　　件　　　名

町長
提出
議案
２件

美浜町運動公園の整備事業に関する令和 3年度委託業務協定書
の締結について － 可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 〇 ○ ○ ○

令和３年度美浜町一般会計補正予算（第６号） － 可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 〇 ○ ○ ○
　令和３年   第 6 回臨時会（11 月）

議　　　案　　　件　　　名
町長
提出
議案
１件

令和３年度美浜町一般会計補正予算（第７号） － 可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 〇 ○ ○ ○

付託委員会 … 総産→総務産業常任委員会に付託、
文厚→文教厚生常任委員会に付託、各→両常任委員会に分割付託
○は賛成　×は反対 　「欠」は欠席 　「退」は退席により採決不参加　
※横田　貴次 議長は採決に加わりません。
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★�みはま議会だよりは、スマートフォンアプ
　リ「マチイロ」でも見ることができます。
「みはま議会だより」 は、美浜町議会議会
　広報特別委員会が編集しています。

E-mail：
gikaiji@town.aichi-mihama.lg.jp
※住所、氏名、連絡先をご記入ください。

議会事務局議会事務局

皆様の声を皆様の声を
お聞かせください。お聞かせください。
議会だよりへの
ご意見・ご感想をお聞かせください。

審議結果一覧表


